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J-PARC超高圧中性子回折装置PLANETの概要と現状

Overview and current construction state of J-PARC high-pressure
neutron diffractometer PLANET
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新しい高圧中性子ビームラインPLANETが、J-PARCの生命物質科学研究施設（MLF）に建設さ
れている。本稿では、そのデザインコンセプトと建設の現状を紹介する。
PLANETは、高圧下での物質、鉱物中の水、水素の状態を調べるために建設されている中性子粉
末回折計である。その最大の特徴は、最大荷重1500トンをもつ大型プレスが配備されることで
ある。この装置と、最新の中性子技術を組み合わせることで、物質、鉱物に対する水や水素の影
響を、約10GPa,数千Kの条件で調べることができる。この分光器を使うことにより、hydrousな
地球および惑星の深部の状態を推測することできると期待される。
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